
こども食堂基金 寄付申込み       生活クラブ虹の街 〆切 2017/1/27（金） 

こども食堂基金に（    ）口（１口￥500）カンパします。 →2月の共同購入代金に合算し引き落とします。 

氏名                 （組合員コード              ）  電話番号 

 いただいた個人情報は適切に管理し、目的以外には活用いたしません。                         各センター止 職員記入欄：コース（        ） 

デポー回収分は、虹の街本部福祉・たすけあい事業部まで 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ 寄付と助成の流れ ☆ 

1. 下記申込みに記入、配達便またはデポーに

提出してください。 

ＷＥＢでも申し込みできます。 

１口￥５００で何口でもカンパでき、 

２月の共同購入代金で引き落とします。 

デポーフロアにもカンパ箱を設置します

（金額指定なし） 

2. 助成を希望するこども食堂を募集（２月）。 

ブロックに申請、活動の様子などを伺い、

ブロックが推薦書を添えて提出します。 

3. 福祉委員会の審査後、虹の街理事会にて助

成を決定し（３月）、2017 年度分の運営費

としてこども食堂に助成します。 

※現時点で、新たな立上げ支援費５万円程度、運

営支援５万円程度と考えていますが、集まった寄

付額、申請団体数により変動します。 

※助成希望が寄付額にみたない場合の残金は、次

回募集の基金（１年後を予定）と合算させていた

だきます。 

 

生活クラブ虹の街では、地域のこども食堂の運営支援をすすめています。 

こども食堂は、こどもがひとりでも行くことができる食堂。 

おおぜいであたたかい食事を囲むことで、地域のみなさんと顔見知りになり、 

ちょっとしたことを相談できる、そんな場を地域にたくさん作りたいと思っています。 

地域のこども食堂のおてつだいを、あなたのワンコインカンパで！ 

問合先 生活クラブ虹の街 福祉・たすけあい事業部 

電話０４３－２７８－７７６８ 

申込み〆切 1 月 27 日（金） 

 

↑         → 

「生活クラブいなげビレ

ッジ虹と風」の地域交流

スペースで、コミュニテ

ィが開催している「こど

も食堂といろ」の様子。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「こども食堂のおてつだい」アンケートへのご協力ありがとうございました 

 

いただいた声は、現在、内容別、地域別に 

整理し、所属のブロックから順次ご連絡を 

させていただいています。 

お手伝いの申し出をいただいても、近隣に 

こども食堂がない場合など、ご連絡が難し 

い場合もございます。ご了承ください。 

 

回収枚数 113 

こども食堂を始めたいのだが立上げに協

力してほしい。 

4 

すでに取り組んでいるこども食堂の運営

に協力してほしい。 

6 

身近にこども食堂があれば手伝いたい。 72 

道具や食材をこども食堂で使ってほしい。 21 

こども食堂に寄付などで支援したい 33 

その他 7 

 

 

☆「食材」さがしのおてつだい 

デポーからの食材提供について、現在 3つの

こども食堂と 3つのデポーで、実験的に実施し

ています。 

この成果・課題をふまえ、次年度から全体化

していきたいと考えています。 

☆「ひと」さがしのおてつだい 

近隣の組合員や地域の方を、こども食堂のボ

ランティアにつなぎます。 

 

☆「場所」さがしのおてつだい 

生活クラブ虹の街の６つのセンター、８つのデ

ポーの他、グループの拠点が活用できるよう準備

しています。 

現在、デポー園生とデポー真砂の地域交流スペ

ースと生活クラブ風の村流山、きなりの街すわだ

では、こども食堂が実施されています。 

☆「道具」さがしのおてつだい 

家庭で余った食器や道具を提供していただけ

る方を募ります。 

 

 

 

いくつかの声をご紹介します 

 

 「こども食堂」企画大賛成！微力ながらお手伝い

させてください。毎月の引き落としが楽です。 

 野菜は沢山いただきますが、お米そして肉類がた

まりません。できたら協力をお願いします。 

 使わない食器や調理道具があるので利用しても

らえたらと思っています。 

 こども食堂については以前から関心を持ってい

ました。時間にゆとりがあるのでできることがあ

れば手伝いたいと思っています。 

 子どももまだ小 2と小さく、夕方など家を開ける

ことが難しいので、自分の住んでいる近隣で活動

があればお手伝いしたいと思います。 

 一人ぼっちのこども、ひとりでご飯を食べなけれ

ばならない子ども、ご飯を作ってもらえない子ど

もをなくしたい。食は生活の基本。子どもだけで

なく高齢者の方にもおかずを 1 品提供できるよ

うな食堂があればいいのに。 


